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紹介と批評

大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
（
代
表
中
村
勝
範
）

『
大
麻
唯
男
』
全
三
巻

編

　
大
麻
唯
男
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
間
、
政

党
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

議
会
内
で
は
質
問
も
答
弁
も
し
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
自
ら
残
し
た

資
料
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
そ
の
伝
記
研
究
が

も
っ
と
も
困
難
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
大
麻
に
関
す
る

文
献
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
昭
和
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
坂
田
大

『
人
間
大
麻
唯
男
』
（
坂
田
情
報
社
）
等
、
若
干
の
文
献
が
知
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
本
格
的
な
大
麻
唯
男
研
究
は
、
い
ま
だ
あ
ら
わ
れ

て
い
な
い
。
大
麻
研
究
の
難
し
さ
は
、
大
麻
に
興
味
を
抱
く
者
の
誰

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
大
麻
唯
男
研

究
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
長
年
、
こ
の
困
難
な
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
中
村
勝
範
本
塾
名
誉
教
授
を
中
心
と
す

る
大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
で
あ
る
。
同
研
究
会
は
、
中
村
教
授
及
び

そ
の
門
下
生
九
名
で
構
成
さ
れ
、
中
村
教
授
の
指
導
の
も
と
で
、
約

一
〇
か
年
を
か
け
て
大
麻
の
関
係
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
現

地
調
査
な
ど
、
基
本
資
料
の
収
集
に
つ
と
め
る
一
方
、
こ
の
間
、
会

員
に
よ
る
研
究
発
表
と
討
議
を
く
り
か
え
し
、
絶
妙
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
地
道
な
研
究
活
動
を
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、

こ
の
よ
う
な
中
村
教
授
を
代
表
と
す
る
伝
記
研
究
会
に
よ
る
長
年
の

共
同
研
究
の
成
果
を
全
三
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
全
巻
あ
わ
せ
る

と
、
一
、
二
五
九
頁
に
の
ぽ
る
大
作
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
「
談
話
編
」
、
「
論
文
編
」
、
「
伝
記
編
」
の
三
編
に
分
か

れ
、
各
編
が
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
構
成
し
て
い
る
。

　
「
談
話
編
」
は
、
本
書
の
資
料
編
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
大
麻

唯
男
関
係
者
に
対
す
る
膨
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
と
く
に

重
要
な
も
の
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
村
教
授
が
、
文
献
資
料

の
不
足
す
る
大
麻
の
場
合
、
「
ま
ず
頼
り
に
し
た
」
の
は
、
「
大
麻
と

親
し
か
っ
た
人
を
訪
ね
、
聴
き
取
り
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
二

頁
）
と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
本
研
究
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
視
さ

れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
談
話
資
料
の
収
集
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
聴
き
手
は
、
す
べ
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
相
手
は
、
大
麻
唯
男
の
親
族
、
知
友
、
政
治
家
、
秘
書
な
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ど
各
方
面
に
及
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
地

元
で
義
兄
大
麻
唯
男
の
選
挙
を
夫
と
と
も
に
支
え
た
大
麻
伊
佐
子

（
唯
男
の
弟
博
之
夫
人
）
、
大
麻
唯
男
の
隣
家
で
あ
っ
た
田
上
明
、
元

文
相
で
郷
里
お
よ
び
内
務
省
の
先
輩
で
あ
っ
た
小
橋
一
太
の
長
男
小

橋
一
雄
、
地
元
で
最
も
有
力
な
地
方
政
治
家
の
一
人
で
あ
っ
た
平
島

一
、
大
麻
唯
男
の
親
族
で
家
庭
内
の
大
麻
に
詳
し
い
西
野
重
孝
・
圭

夫
妻
、
元
櫻
田
会
理
事
長
の
小
楠
正
雄
、
元
衆
議
院
議
員
の
伊
藤
五

郎
、
元
衆
議
院
議
員
の
松
野
頼
三
、
元
首
相
の
中
曽
根
康
弘
、
元
時

事
新
報
社
政
治
部
長
の
今
井
久
夫
、
元
芸
者
の
宮
口
き
み
子
、
元
秘

書
の
酒
井
正
美
、
平
山
良
輔
、
千
馬
隆
幸
の
諸
氏
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
貴
重
な
証
言
を
提
供
し
て
い
る
。
元
来
、
関
係
者
に
対
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
、
伝
記
資
料
収
集
の
方
法
と
し
て
も
っ
と
も
有
効
な
手

段
の
一
つ
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
が
全
面
公
開
さ
れ
る

ケ
ー
ス
は
、
意
外
と
少
な
い
。
本
書
の
「
談
話
編
」
は
、
そ
の
意
味

で
一
つ
の
模
範
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
論
文
編
」
は
、
中
村
教
授
と
そ
の
門
下
生
に
よ
る
本
編
一
七
編
、

補
編
七
編
の
論
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
中
村
教
授
は
「
ま
え
が

き
」
に
お
い
て
、
「
常
に
政
治
の
黒
子
役
に
徹
し
、
表
舞
台
に
出
な

い
政
治
家
大
麻
唯
男
を
は
じ
め
か
ら
全
体
像
と
し
て
把
握
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
土
台
不
可
能
で
あ
る
と
悟
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
大

麻
の
一
生
を
研
究
者
の
好
み
に
応
じ
て
、
勝
手
に
喰
い
ち
ぎ
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
上
で
研
究
対
象
に
関
係
あ
り
そ
う
な
新
聞
雑
誌
を
漁

り
、
文
献
の
山
を
築
き
崩
し
て
い
っ
た
。
な
ん
と
収
穫
の
乏
し
か
っ

た
こ
と
か
。
唯
一
の
救
い
は
大
麻
と
関
係
し
た
方
々
に
伺
う
聴
き
と

り
で
あ
っ
た
。
…
…
以
上
の
よ
う
な
事
情
の
中
で
今
日
ま
で
格
闘
し

て
ま
と
め
た
の
が
、
本
書
に
収
め
た
二
十
編
の
論
文
で
あ
る
」
と
、

「
論
文
編
」
の
成
り
立
ち
を
述
べ
て
い
る
。
個
別
研
究
を
積
み
重
ね

る
作
業
を
通
じ
て
、
全
体
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
研
究
方
法
は
、

政
治
史
研
究
に
お
い
て
も
っ
と
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
で
あ
り
、

本
書
の
手
堅
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
伝
記
編
」
は
、
「
論
文
編
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
事
実

を
整
理
統
合
す
る
と
と
も
に
、
な
お
不
足
す
る
部
分
を
新
た
に
補
充

し
、
大
麻
唯
男
の
生
涯
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
大
麻
の

少
年
時
代
、
学
生
時
代
、
内
務
官
僚
時
代
、
政
界
入
り
後
の
政
友
本

党
時
代
、
立
憲
民
政
党
時
代
、
政
党
解
消
時
代
、
さ
ら
に
は
大
戦
後

の
公
職
追
放
、
改
進
党
へ
の
参
加
、
民
主
党
時
代
か
ら
自
由
民
主
党

時
代
へ
と
そ
の
記
述
は
、
彼
の
全
生
涯
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
「
伝

記
論
」
は
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
メ
ン
バ
ー

の
論
文
及
び
口
頭
研
究
発
表
を
も
と
に
内
川
正
夫
、
酒
井
正
文
、
玉

井
清
、
浅
野
和
生
が
執
筆
し
」
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
「
酒
井
、
玉
井
、

浅
野
が
修
正
し
」
、
最
終
的
に
中
村
教
授
が
「
全
面
的
に
目
を
通
し
」
、

完
成
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
よ
く
統
一
の
と
れ
た
文
体
で
、
こ
な
れ
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た
内
容
が
魅
力
的
で
あ
る
。
今
後
、
大
麻
唯
男
研
究
の
基
本
文
献
と

し
て
、
政
治
史
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
以
上
、
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
大
麻
唯
男
に
関
す
る

は
じ
め
て
の
本
格
的
な
研
究
で
あ
り
、
「
談
話
論
」
、
「
論
文
編
」
、

「
伝
記
編
」
の
い
ず
れ
も
が
学
術
的
な
価
値
を
有
す
る
と
い
っ
て
よ

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
紙

幅
の
制
約
も
あ
り
、
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
、

本
書
の
中
核
を
な
す
「
論
文
編
」
の
み
を
取
り
上
げ
、
若
干
の
感
想

を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

　
ま
ず
、
最
初
に
、
戦
前
期
の
大
麻
唯
男
を
扱
っ
た
八
論
文
、
す
な

わ
ち
①
酒
井
正
文
「
大
麻
唯
男
伝
記
資
料
－
郷
里
、
家
系
、
そ
の

成
長
1
」
、
②
浅
野
和
生
「
政
友
会
分
裂
の
地
方
へ
の
波
及
状
況

と
大
麻
唯
男
初
立
候
補
の
事
情
」
、
③
同
「
戦
前
期
に
お
け
る
地
方

選
出
代
議
士
の
選
挙
区
で
の
活
動
　
　
熊
本
第
一
区
、
大
麻
唯
男
の

研
究
1
」
④
同
「
戦
前
期
熊
本
に
お
け
る
中
央
型
政
治
家
と
地
方

型
政
治
家
」
、
⑤
内
川
正
夫
「
少
壮
政
治
家
時
代
の
大
麻
唯
男
－

床
次
竹
二
郎
脱
党
問
題
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
⑥
玉
井
清
「
戦
前

期
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
の
盛
衰
－
政
治
家
大
麻
唯
男
の
履
歴

へ
の
影
響
　
　
」
、
⑦
酒
井
正
文
「
新
体
制
運
動
下
の
民
政
党
と
大

麻
唯
男
」
、
⑧
玉
井
清
「
東
条
内
閣
の
一
考
察
－
大
麻
唯
男
を
中

心
に
ー
」
に
つ
い
て
、
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
明
治
二
二
年
、
熊
本
県
玉
名
郡
に
生
ま
れ
た
大
麻
の
幼
少
時
代
か

ら
第
五
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
成
長
過
程
を
追
跡
し
た
①
は
、
「
論

文
編
」
巻
頭
の
論
文
で
あ
る
が
、
熊
本
県
玉
名
市
除
籍
謄
本
、
大
麻

家
菩
提
寺
光
専
寺
の
過
去
帳
、
第
五
高
等
学
校
学
業
成
績
証
明
書
な

ど
の
ほ
か
、
大
麻
伊
佐
子
氏
（
唯
男
の
弟
博
之
夫
人
）
を
は
じ
め
関

係
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
存
分
に
活
用
し
た
労
作
で
あ
る
。

同
論
文
は
、
大
麻
が
熊
本
中
学
時
代
の
頃
、
は
や
く
も
「
将
来
、
政

治
家
と
な
っ
て
天
下
を
と
る
」
と
そ
の
志
を
述
べ
て
い
た
こ
と
、
彼

は
、
高
等
学
校
時
代
、
学
業
よ
り
も
む
し
ろ
剣
道
部
主
将
と
し
て
、

運
動
部
の
活
動
に
力
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
大
麻
の
学

業
成
績
は
、
総
じ
て
良
好
で
あ
り
、
第
五
高
等
学
校
卒
業
時
の
成
績

は
、
甲
類
六
八
名
中
六
番
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
興
味

深
い
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
麻
が
彼
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、

い
か
な
る
書
物
に
接
し
、
い
か
な
る
思
想
を
抱
い
た
の
か
は
、
残
念

な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
究
明
し
て
も
ら
い
た
い

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
②
は
、
『
九
州
新
聞
』
、
『
九
州
日
日
新
聞
』
な
ど
の
地
元
新
聞
の

記
事
を
利
用
し
、
内
務
省
の
課
長
か
ら
清
浦
奎
吾
内
閣
の
首
相
秘
書
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官
に
転
じ
た
大
麻
が
、
熊
本
県
か
ら
初
め
て
立
候
補
、
初
当
選
を
果

た
し
た
事
情
を
探
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
、
前
稿
と
同
様
の
記

事
を
活
用
し
て
、
代
議
士
当
選
後
の
大
麻
の
選
挙
区
で
の
活
動
を
詳

し
く
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
麻
が
政
友
本
党
の
推
薦
候
補
と
し
て
熊
本
（
第
三
区
）
か
ら
初

立
候
補
を
し
た
の
は
、
大
正
一
三
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
②
で
は
、

大
麻
の
立
候
補
が
事
前
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
政
友
会
の

分
裂
と
対
立
候
補
の
中
島
照
寛
の
政
友
本
党
不
参
加
（
政
友
会
残

留
）
に
よ
っ
て
突
然
浮
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
実
質
的
な
選

挙
運
動
期
間
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
麻

は
、
玉
名
郡
の
地
主
層
の
票
を
ま
と
め
て
大
勝
し
た
こ
と
な
ど
、
彼

の
政
界
出
馬
の
模
様
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
③
で
は
、

昭
和
三
年
以
降
の
中
選
挙
区
制
下
の
選
挙
に
お
け
る
地
域
割
り
が
町

村
単
位
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
大
麻
の
場
合

（
第
一
区
）
も
、
「
熊
本
第
一
区
の
一
市
五
郡
の
う
ち
、
玉
名
郡
全
域

と
鹿
本
郡
の
北
部
一
八
町
村
を
主
な
地
盤
と
し
、
そ
の
地
域
内
の
町

村
で
の
み
」
で
の
運
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
事
実
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
地
域
割
の
厳
守
は
、
大
麻
の
所
属
政
党
以
外
で
も
同
様
で
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
、
な
お
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
④
は
、
も
し
政
治
家
の
タ
イ
プ
を
政
治
家
自
身
の
意
向
が

優
先
す
る
中
央
型
政
治
家
と
選
挙
区
の
意
向
が
優
先
す
る
地
方
型
政

治
家
の
二
種
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
大
麻
は
、

中
央
型
政
治
家
に
属
す
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
で
は
、

民
政
党
結
党
に
際
し
、
熊
本
第
一
区
の
小
橋
一
太
と
大
麻
唯
男
の
両

名
が
地
元
の
了
解
を
得
る
前
に
同
党
入
党
を
決
意
し
た
の
に
対
し
、

原
田
十
衛
、
高
木
第
四
郎
の
両
名
は
、
選
挙
区
の
意
向
に
し
た
が
っ

て
政
友
会
に
復
帰
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
小
橋
と
大
麻
は
中
央
型
政

治
家
、
原
田
と
高
木
は
地
方
型
政
治
家
と
区
分
す
る
が
、
利
益
誘
導

論
と
の
関
連
が
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
で
な
く
、
果
た
し
て
そ
の

よ
う
な
区
分
自
体
が
一
般
論
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
、
な
お
検
証
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
は
、
昭
和
三
年
八
月
、
床
次
竹
二
郎
の
民
政
党
か
ら
の
脱
党
に

際
し
、
大
麻
が
こ
れ
に
追
随
し
な
か
っ
た
事
情
を
検
討
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
論
文
は
、
旧
政
友
本
党
系
の
床
次
の
新
党
に
参
加
す
る
と

思
わ
れ
た
小
橋
や
大
麻
が
、
な
ぜ
こ
れ
に
同
調
し
な
か
っ
た
の
か
。

政
治
的
信
念
に
よ
る
の
か
政
治
的
打
算
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の

真
相
に
つ
い
て
は
、
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
小
橋
や
大
麻
の
留
党

の
判
断
は
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
小
橋
や

大
麻
の
留
党
が
民
政
党
の
危
機
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結

果
、
そ
の
後
ま
も
な
く
成
立
し
た
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
閣
で
、
小
橋

が
文
相
、
大
麻
が
文
部
参
与
官
の
ポ
ス
ト
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
の
指
摘
は
、
当
を
え
て
お
り
同
感
で
あ
る
。
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⑥
は
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
の
盛
衰
が
大
麻
の
政
治

生
活
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
麻
の
政
界
進
出
の
背
景
に
は
「
大
正
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
生

じ
た
政
党
の
官
僚
に
対
す
る
相
対
的
地
位
の
向
上
」
が
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
し
、
皮
肉
に
も
彼
が
「
党
歴
を
順
調
に
す
す
め
閣
僚
候
補
と
し

て
の
資
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
政
党
政
治
は
崩
壊
し
政
党

に
配
分
さ
れ
る
閣
僚
ポ
ス
ト
が
減
少
」
し
、
容
易
に
閣
僚
に
就
任
で

き
な
か
っ
た
事
情
な
ど
が
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ

れ
は
大
麻
の
み
な
ら
ず
、
彼
と
同
世
代
の
政
治
家
に
共
通
し
て
み
ら

れ
る
現
象
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
⑦
は
、
近
衛
新
体
制
運
動
下
の
民
政
党
に
お
い
て
同
党
の
総
裁
町

田
忠
治
を
実
質
的
に
支
え
て
い
た
大
麻
が
、
民
政
党
の
維
持
と
解
党

と
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
周

知
の
よ
う
に
昭
和
ご
二
年
、
近
衛
新
党
運
動
が
は
じ
ま
る
と
民
政
党

の
一
部
は
動
揺
す
る
が
、
徹
底
し
た
党
存
続
論
者
で
あ
っ
た
町
田
を

支
え
る
大
麻
は
、
解
党
論
を
徹
底
的
に
お
さ
え
た
こ
と
、
し
か
し
、

一
五
年
、
近
衛
新
党
運
動
が
「
新
体
制
」
運
動
と
な
っ
て
復
活
し
、

既
成
政
党
が
次
々
と
消
滅
す
る
状
況
の
な
か
で
は
、
む
し
ろ
町
田
を

説
得
し
、
民
政
党
を
解
党
の
方
向
へ
導
く
役
回
り
を
演
じ
た
こ
と
な

ど
、
対
照
的
な
二
つ
の
事
実
を
検
討
し
、
大
麻
の
機
を
見
て
敏
な
独

特
の
政
局
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
⑧
は
、
東
条
内
閣
期
の
大
麻
の
動
向
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
周

知
の
よ
う
に
大
政
翼
賛
会
成
立
に
と
も
な
う
政
党
解
消
後
の
我
が
国

議
会
は
、
政
府
牽
制
の
機
能
を
著
し
く
低
下
さ
せ
形
骸
化
し
て
い
た
。

し
か
し
、
東
条
内
閣
は
、
こ
の
形
骸
化
し
た
議
会
で
す
ら
自
ら
の
支

配
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
場
面
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
同
論
文
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
、
東
条
内
閣
が
議
会

対
策
と
し
て
旧
民
政
党
の
領
袖
で
あ
る
大
麻
を
閣
僚
に
登
用
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
事
情
や
大
麻
が
東
条
の
政
治
的
暴
走
を
抑
制
す
る
役

割
を
果
た
し
た
事
実
な
ど
を
検
証
し
、
「
東
条
内
閣
と
い
え
ど
も
議

会
の
存
立
を
規
定
し
た
明
治
憲
法
の
枠
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
」
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
東
条
内
閣
期
の
我
が
国
の
政
治

体
制
が
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
統
治
下
の
ド
イ
ツ
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
統
治
下

の
イ
タ
リ
ア
と
比
較
し
て
割
拠
性
が
強
く
独
裁
性
が
う
す
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
要
因
が
明
治
憲
法
の
構
造
そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
評
者
も
同
感
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
大
麻
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
政
局
の
側
面
ば
か
り
で
な
く
戦
時
協
力
の
問
題
を
も
含
め
、

よ
り
広
範
な
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

　
こ
こ
で
は
、

っ
た
五
論
文
、

終
戦
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
大
麻
の
晩
年
時
代
を
扱

①
沢
田
次
郎
「
終
戦
前
後
に
お
け
る
大
麻
唯
男
の
動
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向
」
、
②
内
川
正
夫
・
浅
野
和
生
「
大
麻
唯
男
の
議
会
復
帰
」
、
③
同

「
大
麻
唯
男
に
関
す
る
一
考
察
－
反
吉
田
勢
力
結
集
過
程
に
お
け

る
大
麻
の
役
割
1
」
、
④
同
「
改
進
党
に
お
け
る
大
麻
唯
男
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
、
⑤
同
「
鳩
山
内
閣
期
に
お
け
る
大
麻
唯
男
」
に

つ
い
て
、
言
及
し
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
大
麻
唯
男
は
、
終
戦
時
に
は
、
大
日
本
政
治
会
に

属
し
、
戦
後
は
、
日
本
進
歩
党
結
成
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

①
は
、
昭
和
二
〇
年
一
月
か
ら
一
二
月
を
対
象
に
、
大
麻
と
大
日
本

政
治
会
お
よ
び
日
本
進
歩
党
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
論
文
は
、
終
戦
前
後
の
政
局
の
節
目
ご
と
に
登
場
す
る
大
麻
の
役

割
を
詳
し
く
調
査
し
、
「
寝
業
師
」
な
い
し
「
策
士
」
と
評
さ
れ
る

彼
の
政
治
行
動
の
な
か
に
も
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
②
は
、
昭
和
二
六
年
よ
う
や
く
公
職
追
放
を
解
除
さ
れ
た
大
麻
が
、

翌
二
七
年
の
総
選
挙
で
長
期
に
わ
た
る
政
治
的
空
白
を
乗
り
越
え
て

当
選
し
、
議
会
に
復
帰
し
た
と
き
の
状
況
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
昭
和
二
七
年
の
総
選
挙
は
、
戦
前
、
戦
中
の
追
放
解

除
組
の
旧
政
治
家
群
の
大
量
政
界
復
帰
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

が
、
大
麻
の
選
挙
区
・
熊
本
県
第
一
区
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
同
論

文
は
、
当
初
、
苦
戦
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
大
麻
が
、
結
果
的
に
は
、

予
想
を
超
え
る
大
量
得
票
で
最
高
点
で
当
選
を
は
た
し
た
理
由
と
し

て
、
「
第
一
に
、
熊
本
県
民
に
大
物
待
望
の
世
論
が
あ
っ
た
こ
と
、

第
二
に
、
戦
前
か
ら
の
支
持
者
が
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
不
利
な
状

況
を
バ
ネ
に
必
死
の
選
挙
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
」
の
三
点
を
挙
げ
て

い
る
が
、
追
放
解
除
組
に
対
す
る
同
情
的
、
好
意
的
な
国
民
世
論
が

あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
③
は
、
鳩
山
一
郎
を
中
心
と
す
る
反
吉
田
勢
力
結
集
過
程
に
お
い

て
、
大
麻
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
で

は
、
大
麻
が
、
も
と
も
と
泥
懇
の
仲
で
あ
っ
た
吉
田
の
自
由
党
と
の

連
携
を
め
ざ
し
、
吉
田
の
後
継
首
班
と
し
て
重
光
葵
改
進
党
党
首
を

就
任
さ
せ
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
構
想
が
敗

れ
た
段
階
で
反
吉
田
の
鳩
山
陣
営
か
ら
の
誘
い
に
応
じ
大
麻
・
鳩
山

会
談
が
実
現
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
大
麻
・
鳩
山
会
談
を
契
機
と

し
て
、
改
進
党
は
、
鳩
山
を
中
心
と
す
る
反
吉
田
勢
力
の
結
集
に
加

わ
る
方
向
に
傾
斜
し
た
こ
と
な
ど
、
改
進
党
の
動
向
に
大
麻
が
与
え

た
影
響
の
大
き
さ
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
反
吉
田

の
保
守
新
党
は
、
昭
和
二
九
年
一
一
月
二
四
日
、
日
本
民
主
党
と
し

て
発
足
す
る
が
、
大
麻
の
党
内
指
導
力
は
、
引
き
続
き
民
主
党
の
党

内
運
営
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
④
は
、
昭
和
二
七
年
二
月
に
結
成
さ
れ
同
二
九
年
一
一
月
の
日
本

民
主
党
結
成
ま
で
続
い
た
改
進
党
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
発
揮
さ
れ

た
大
麻
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
改
進
党
は
国
民
民
主
党
と
新

政
ク
ラ
ブ
お
よ
び
そ
の
他
の
小
会
派
の
糾
合
に
よ
っ
て
成
立
し
た
た

め
、
党
内
に
は
大
麻
系
、
芦
田
均
系
、
三
木
武
夫
系
、
北
村
徳
太
郎

系
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
対
立
は
、
相
当
に
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

同
論
文
は
、
結
党
後
の
改
進
党
に
と
っ
て
最
大
の
懸
念
で
あ
っ
た
総

裁
選
出
に
際
し
、
大
麻
が
重
光
総
裁
の
実
現
に
貢
献
し
た
こ
と
、
吉

田
内
閣
の
「
抜
き
打
ち
解
散
」
に
際
し
て
は
、
選
挙
資
金
の
獲
得
な

ど
選
挙
対
策
に
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
こ
と
、
保
守
新
党
結
成
の
動
き
に

対
し
て
は
改
進
党
が
反
吉
田
新
党
の
方
向
に
結
集
す
る
よ
う
党
内
の

と
り
ま
と
め
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
、
具
体
的
事
例
を
用
い
て
彼
の

隠
然
た
る
指
導
力
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
⑤
は
、
改
進
党
の
指
導
的
政
治
家
と
し
て
日
本
民
主
党
の
結
党
に

参
加
し
た
大
麻
が
、
鳩
山
一
郎
内
閣
期
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
九
年
一

二
月
に
吉
田
茂
の
後
を
受
け
て
成
立
し
た
第
一
次
鳩
山
一
郎
内
閣
、

同
三
〇
年
三
月
に
成
立
し
た
第
二
次
同
内
閣
、
お
よ
び
保
守
合
同
に

よ
り
新
た
に
誕
生
し
た
自
由
民
主
党
下
の
第
三
次
同
内
閣
の
時
期
に

大
麻
の
果
た
し
た
政
治
的
役
割
と
活
動
と
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
論
文
は
、
民
主
党
が
い
よ
い
よ
保
守
合
同
に
方
針
決
定
す
る
と
い

う
最
終
局
面
で
、
そ
れ
ま
で
保
守
合
同
に
反
対
し
て
い
た
大
麻
が
、

一
転
し
て
反
対
派
を
説
得
す
る
役
を
引
き
受
け
た
こ
と
、
日
ソ
交
渉

で
は
、
重
光
葵
の
慎
重
論
を
と
ら
ず
、
交
渉
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る

鳩
山
に
協
力
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
時
期
の
大
麻
が
、
し
ば
し
ば
党

内
調
整
役
と
し
て
登
場
し
、
円
熟
し
た
手
法
で
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
大
麻
が
「
策
士
」
と
し
て
前

田
米
蔵
、
松
野
鶴
平
と
並
び
称
さ
れ
る
所
以
が
、
よ
く
理
解
て
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
「
論
文
編
」
の
「
本
編
」
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
の
意
義

を
中
心
に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
き
た
が
、
「
論
文
編
」
に

は
、
他
に
「
大
麻
の
周
辺
部
を
探
索
」
し
た
「
補
編
」
と
し
て
、
七

論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
の
大
部
分
は
、
大
麻
の

選
挙
区
で
あ
る
熊
本
第
一
区
の
選
挙
を
分
析
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
、
「
熊
本
第
一
区
選
挙
史
」
と
も
い
う

べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、
そ
れ
ら

の
論
文
の
内
容
紹
介
は
控
え
る
が
、
そ
の
題
目
の
み
を
掲
げ
る
と
、

①
浅
野
和
生
「
戦
前
総
選
挙
に
お
け
る
集
団
投
票
　
　
第
一
六
回
～

第
二
〇
回
総
選
挙
に
お
け
る
熊
本
第
一
区
の
投
票
結
果
の
分
析

ー
」
、
②
酒
井
正
文
「
戦
前
期
二
大
政
党
対
立
下
の
選
挙
に
お
け

る
地
方
指
導
者
の
事
大
主
義
的
傾
向
ー
熊
本
第
一
区
の
場
合

ー
」
、
③
小
栗
勝
也
「
非
常
時
下
に
お
け
る
既
成
政
党
の
選
挙
地

盤
の
維
持
ー
粛
正
選
挙
時
の
熊
本
第
一
区
を
中
心
に
ー
」
、
④

同
「
翼
賛
選
挙
と
旧
政
党
人
の
地
盤
ー
熊
本
第
一
区
の
事
例

1
」
、
⑤
中
村
勝
範
「
翼
賛
選
挙
と
旧
政
党
人
」
、
⑥
鈴
木
麻
雄
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「
戦
前
戦
後
に
お
け
る
総
選
挙
の
地
盤
の
相
似
性
ー
熊
本
第
一
区

の
場
合
1
」
、
⑦
同
「
鳩
山
ブ
ー
ム
と
第
二
七
回
総
選
挙
－
熊

本
第
一
区
を
中
心
と
し
て
ー
」
の
七
編
で
あ
る
。
「
大
麻
の
周
辺

部
を
探
索
」
し
た
「
補
編
」
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
「
本
編
」
に
劣

ら
ぬ
労
作
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

四

　
以
上
、
「
論
文
編
」
を
中
心
に
、
『
大
麻
唯
男
』
全
三
巻
の
概
略
を

紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
を
全
体
と
し
て
評
価
す
べ
き
点
は
、
三
つ

あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
困
難
な
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
そ
の
生

涯
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に

政
治
家
研
究
、
と
り
わ
け
大
麻
唯
男
の
よ
う
な
政
界
の
裏
舞
台
で
活

躍
し
た
人
物
の
伝
記
研
究
は
、
最
も
困
難
か
つ
手
間
の
か
か
る
仕
事

で
あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
う
し
た
難
し
い
課
題
に
挑
戦
し
、
新
事
実

の
発
見
に
つ
と
め
る
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
労
作
で
あ
る
。

本
書
は
、
大
麻
唯
男
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
研
究
と
し
て
、
価
値

が
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
精
力
的
な
資
料
収
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

既
存
の
乏
し
い
資
料
に
た
よ
る
こ
と
な
く
、
く
り
か
え
し
実
行
さ
れ

た
現
地
調
査
、
さ
ら
に
は
関
係
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

1
は
、
彪
大
な
時
間
と
労
力
を
か
け
た
も
の
で
あ
り
、
誰
も
真
似
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
驚
異
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
成
果
を
「
談
話
編
」
と
し
て
公
刊
し
た
こ
と
も
、
後
進
の
研
究
者

に
貴
重
な
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
。

　
第
三
に
、
共
同
研
究
者
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
で
あ
る
。
一
般

に
こ
の
種
の
共
同
研
究
は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
、
統
一

性
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
、
真
に
共
同
研
究
と
い
え
る
も
の
は
少
な

い
。
そ
の
意
味
で
本
研
究
は
、
中
村
教
授
の
指
導
の
も
と
、
門
下
生

に
よ
る
共
同
研
究
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
体
的
な
統
一
性
と
一

貫
性
が
あ
り
、
そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
見
事
で
あ
る
。
資
料

収
集
の
分
担
と
い
い
、
執
筆
・
校
正
の
分
担
と
い
い
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
、
共
同
研
究
の
利
点
を
生
か
し
た
研
究
成
果
の
公
刊
は
、
近
年

稀
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
と
よ
り
本
書
に
対
す
る
望
蜀
の
感
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本

書
の
研
究
対
象
で
あ
る
「
大
麻
唯
男
」
を
評
価
す
る
ス
タ
ン
ス
が
、

や
や
弁
護
的
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
研
究
者
と
研
究
対
象
と
の
間
に
一

定
の
距
離
を
置
く
べ
き
こ
と
は
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、
評
者
の
若
干
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
暇
理
は
と
も
か
く
、
本
書
が
、
近
来
稀
な
先
駆
的
か
つ

本
格
的
な
伝
記
研
究
で
あ
り
、
大
麻
唯
男
伝
の
決
定
版
と
し
て
の
価
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値
を
有
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
も
揺
る
ぐ
も
の
で
は
な
い
。
中
村

教
授
を
は
じ
め
、
本
書
執
筆
者
の
長
年
の
努
力
と
そ
の
成
果
に
対
し
、

心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
団
法
人
櫻
田
会
、
一
九
九
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
　
修

紹介と批評

149


